
▲は目標指数を達成できなかった項目

項目 具体的取組 評価者 質問内容
目標指
数(％)

結果
(％)

成果と課題 改善策・向上策 学校関係者評価

教職員
児童や家庭に啓発を
積極的に行った 90 100

児　 童
「早寝・早起き・
しっかり朝ごはん」
ができている

90 83

保護者 できていると思う 80 86

教職員
きめられた約束事の
指導を熱心に行った 90 100

児　 童
きめられている約束
事をいつも守ってい
る

95 96

保護者
約束事をいつも守っ
ていると思う 80 91

教職員
児童への意識づけを
十分行った 90 100

児　 童
業間マラソンや体力
づくりに熱心に取り
組んでいる

95 96

保護者
意欲的に取り組んで
いると思う 80 88

教職員
漢字や計算の練習を
毎日実施し、その点
検を行っている

90 100

児　 童
漢字や計算の勉強に
毎日熱心に取り組ん
でいる

90 79

保護者
漢字や計算の勉強に
毎日熱心に取り組ん
でいると思う

80 84

教職員
日々教材研究や授業
研究を熱心に行って
いる

100 100

児　 童
授業が分かりやすく
て、楽しい 90 89

保護者
日々の学習内容をよ
く理解していると思
う

80 83

教職員

話し合い活動や発表
活動を計画的に実施
し、見直しも適宜
行っている

90 83

児　 童

自分の意見を言った
り、友達の意見を聞
いたりすることが、
しっかりできている

90 90

教職員

ICT機器（パソコン、
電子黒板、タブレッ
ト）を活用した授業
を行っている

90 92

児　 童
タブレットを使って
学習することが楽し
い

90 96

教職員
読書活動の習慣化を
図る働きかけを十分
行っている

90 92

児　 童
学校や家で（マンガ
や雑誌以外の）本を
毎日読んでいる

80 51

保護者
学校や家庭でよく本
を読んでいると思う 80 41

・日本人の多くが不眠症に悩まされている中、睡眠について学ぶ
のは良いことである。

・睡眠について、児童と保護者が一緒に学ぶ場を取り入れること
に賛同する。

・食生活推進委員の体験を通した学びの成果が出ている。

・チェック表を活用して、「朝ごはんを食べる92％」から100％
を目指してほしい。

・今後も継続して業間活動を実施し、
ホームページや学校公開等で保護者に児
童の様子を発信していく。

・体育カードを継続して使用し、学年が
変わっても自分の記録が振り返れるよう
にし、自分の成長やがんばりが分かるよ
うにして意識付けを行う。

・業間マラソンのコースを再検討する。
（ゴミ収集車が来るため。）

○どの学年も家庭学習で基礎基本を中心
とした課題を設定し、取り組ませてい
る。６年生は、中学校へのつながりも考
慮して、家庭学習の課題は自分で決めて
取り組むようにした。

・今後も引き続き家庭学習を中心に漢字
や計算の練習に取り組ませていく。

・マスターテストは各自がどの程度漢字
や計算の力が定着しているのかを確かめ
る機会とする。次の学習につなげていけ
るように、それぞれの児童に合った学習
の仕方を提示していく。

・学習支援アプリを活用する。

○定期的に教員同士で各自の取り組みに
ついて情報交換を行ったり、互いの授業
を参観し意見交流をしたりして、授業改
善に努めることができた。

○児童が自分の考えをもって授業に参加
できるように、ICT機器を活用したり、ペ
アトークやグループで話し合う活動を多
く取り入れたりした。

・毎時間の授業の「めあて」を明確に
し、学びの過程が視覚的に捉えられるよ
うにする。また、児童が自分の考えをも
つ時間を確保する。

・意見を発表するだけでなく、意見を練
り合う活動を取り入れる。

・グループ活動のルールを確認する。

・学習の個別最適化を図るために、児童
が自分の学習状況を理解し、自分に必要
な課題を選んだりヒントカードを活用し
たりして、自分で学習を進めていけるよ
うな授業を増やしていく。

○児童は、自分の考えをまとめたり互い
の考えを共有したりする場面などで、タ
ブレット端末の機能を有効に活用してい
る。

○ICT機器の活用については、教員間での
情報交換や具体的な活用方法についての
研修会などを通してスキル向上に努め
た。

△教員用のタブレット端末のスペックが
児童用のと比べると低く、インターネッ
トにつながりにくいなどの問題がある。

・単元の中で、ペアやグループでの話し
合い活動を積極的に組み入れていく。

・児童がタブレット端末の操作に慣れ、
よりスムーズに使いこなせるように、学
年に応じたスキルを身につけさせてい
く。

・タブレット端末を使った他者参照を増
やす。

・学習効果や学習効率の向上のため、さ
らにICT機器の環境が整うことを期待す
る。

・ボランティアによる読み聞かせや芦原
図書館司書によるブックトークなど、児
童が本に出会える機会をなるべく多く設
ける。

・１１月の読書月間に合わせて「校内読
書週間」を設け、家庭においても親子で
読書に取り組んでもらえるように働きか
けていく。

・児童がよく通る場所に教員のおすすめ
本を並べたり、朝読書の時間は教員も一
緒に読書したりする。

保護者の皆様 
　　
     本校の教育活動に関するアンケートにご協力いただき、誠にありがとうございました。
     本年度の学校教育評価を下記の通り公表させていただきます。
     今回の結果を、次年度の学校経営に生かしていきたいと思いますので、今後とも何卒宜しくお願い申し上げます。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　芦原小学校長　山岸　直樹

令和６年度　芦原小学校学校評価書

健
康
・
安
全

家庭と連携し、
「早寝・早起
き・しっかり朝
ごはん」の定着
に取り組む

健康安全指導と
防災訓練を通し
て、危険から身
を守る力を高め
る

家庭と連携し、
情報モラル学習
とスマートルー
ルの啓発を行う

業間活動（マラ
ソン・縄跳
び）、運動遊び
を充実する

◎６年生では、食生活推進委員を招いて
朝ごはんを作り、朝ごはんの大切さを学
んだ。

△「早寝・早起き・しっかり朝ごはん」
のうち、早寝ができていない事により、
数値が低くなっていると考えられる。
（［食に関するアンケート］では、「朝
食を食べている」と答えた児童が92％で
あること、学校に遅刻する児童が少ない
状況であることから）

・朝ごはんの大切さについて学ぶ機会を
６年生以外でも設ける。

・「早寝・早起き・しっかり朝ごはん」
週間も引き続き設定し、年３回チェック
表の記録を行う。その際、早寝できない
原因を把握して、家庭と更に連携をとる
ようにする。

・外部講師を招いて睡眠学習を行い、保
護者にも参加を促す。

○教職員による日常的な指導、保健指導
等で継続的に健康安全指導を行うことが
できた。

○防災訓練では、地震による火災や不審
者を想定した訓練を実施した。様々な状
況を想定した訓練を実施することができ
た。

○引き渡し訓練を具体的な場面を想定し
て実施したことで、より防災意識が高
まった。

○情報モラル学習やスマートルールにつ
いては、家庭と連携して定着を図ること
ができた。

○ほとんどの児童が業間活動に意欲的に
取り組む様子が見られた。マラソンカー
ドやなわとびカードを活用することで子
どもたちの意欲も高まった。

・情報モラルとスマートルールについて
は、今後も児童及び保護者にその重要性
を周知していく。防災避難訓練は様々な
状況を想定した実践的な訓練を引き続き
実施することで、児童一人ひとりの危険
から身を守る力を高めていく。

・親子で情報モラルの理解を深めるため
に、PTA保護者学級でイベントを行う。

・児童用iPadのルールを徹底する。

国語科教育を核
として、言葉の
力や思考力・表
現力の育成等を
行う

学び合う、認め
合う、深め合う
場を工夫し、学
びを楽しむ授業
づくりを進める

全ての教科でＩ
ＣＴ機器の活用
に取り組む

朝読書、読み聞
かせ、家庭読書
の日など読書活
動を充実し、本
を手にする機会
を増やす

○各クラスには、定期的に芦原図書館か
ら３０冊程度の本を借りて置いてあり、
読書タイムや隙間時間などに熱心に読書
する姿が見られた。
△一方で、あまり本を手に取らない児童
もいて、よく読んでいる児童とそうでな
い児童とで二極化している。

△学校ではよく読む児童も家庭でとなる
とあまり読んでいないようで、家庭で読
書する習慣をつけるには、学校からの働
きかけだけでは不十分であり、家庭の協
力が必要である。

・カードなどでの意識づけや公開により、児童保護者の評価が上
がっている。

・運動遊びと体育の授業の連携で、運動に誘えるとよい。

・業間マラソンは、区と警察への連携で、路上駐車禁止の回覧板
などで協力したい。

・業間活動の様子を見ていても、意欲が伝わってくる。保護者の
高評価が維持されていることからも、学校公開やFacebook発信は
大切だと思う。

・児童保護者の評価が昨年から上昇しなかったのは残念。家庭学
習の充実には、個々の意識や家庭環境の差に影響されると思う。

・「学習支援アプリ」の活用で、基礎学力の定着や児童の自己評
価アップにつながることを期待する。

・家庭での生活習慣や学習習慣の改善のため、学校と家庭の連携
した子育て意識の向上を期待したい。

・中学生の保護者と話をすると、「宿題がないから勉強しない」
という声が多い。６年生から自主性に任せるのは大切だと思う
が、中学生でも出来ていないことを、小学生には難しいのではな
いか。

・今後AI等の教育への活用が広がっていくことを考えると、教員
のデバイスの更新は必須。どのように教員、保護者が変化に対応
していくかが重要になる。

・「情緒力には読むこと、思考力には書くことが効果的」と聞い
ているが、授業参観ではペアやグループワークによる発言が国語
力アップに効果的だと感じた。

・人の話を聞いて、瞬時に理解するという力が、会話が制限され
ていたコロナ禍の影響なのか、６年生でも低下しているような気
がする。

・家庭の読書習慣をつけるためには、児童に対する働きかけでは
なく、保護者に直接的に働きかけて、巻き込む形でのイベント等
を一緒に考えたい。

・授業参観で、教職員の努力の成果が上がっていることが分かっ
た。

・授業参観で、児童が落ち着いて学んでいた。

・教職員評価に比べ、児童や保護者の評価は高く、指導に対する
満足度の高さが伺える。

・誰かに説明し、相手から質問され理解を深め合う学び合いは、
理解が足りないところをあぶりだすことだと、授業参観で感じら
れた。

・ICT活用は個別最適な学びと、協働学習が行いやすく、学びの
足跡をデータとして残すことができる。費用やネットトラブルは
対策が必要だが、今後期待の活用ツールである。

・身近な大人が読書する姿を見せることが大事だと思う。昔は放
課後にいろんな本を探すことが楽しみだった。感想文に捉われ
ず、好きな本を気楽に読んでほしい。

・学校での朝読書、隙間時間読書と家庭での読書月間の取り組み
は地道に続けてほしい。

・毎年この目標を掲げているが、時代背景と、個人差があること
が理解できた。率は毎年低くなる傾向だが、続けて行くことが大
切である。

確
か
な
学
力

学びを支える学
習ルールを身に
つけ、基礎学力
の定着と向上に
努める

・スマートルール啓発は、家庭・地域・専門家を交えた家庭教育
支援を考えたい。

・災害は身近に迫っている。様々な状況を想定して実践的な訓練
を繰り返してほしい。

・防災は地域の課題でもある。連携により、地域の危機意識も上
がってほしい。

・防災教育と情報モラル共に、学校や家庭以外でも自分自身を危
険から守る力が大切な社会になっている。様々な状況下で正しい
判断と行動に移せるための学びの継続をお願いしたい。



項目 具体的取組 評価者 質問内容
目標指
数(％)

結果
(％)

成果と課題 改善策・向上策 学校関係者評価

教職員
挨拶や返事の指導を
意図的・計画的に
行っている

90 100

児　 童
進んであいさつをし
たり、きちんと返事
したりしている

95 92

保護者
進んで挨拶したり、
しっかり返事をした
りしていると思う

80 86

教職員
いじめ防止等の対策
にしっかり取り組ん
でいる

100 100

児　 童

友だちにやさしくし
たり、「ありがと
う」を言ったりする
ことができている

95 93

保護者
いじめや不登校のな
い学校づくりに取り
組んでいると思う

80 93

教職員
思いやりや感謝の心
を積極的・計画的に
指導している

90 100

児　 童
相手の気持ちを考え
て話したり行動した
りできている

95 98

保護者
思いやりや感謝の心
がよく育ってきてい
ると思う

80 88

教職員
ふるさとに愛着をも
つ指導や活動に取り
組んでいる

90 90

児　 童
あわら市のことが好
きになった 90 93

保護者
あわら市のことが好
きになっていると思
う

80 92

保護者
学校公開等により、
子どもたちの様子が
よく分かった

90 92

教職員
情報を迅速・正確に
発信している 90 100

保護者
知りたい情報をよく
知り得ることができ
た

90 90

令和７年度４月より、新学校ホームペー
ジが運用開始予定。旧ホームページと
Fecebookの情報を一元化することによ
り、利便性の向上を図る。

○コロナ禍が収まり、校外学習の機会を
増やすことができた。
○地域人材をゲストティーチャーを招い
たふるさと学習を実施した。
（「あわらの自然を愛する会」「食生活
推進委員」「JA婦人部」「市健康長寿
課」「市社会福祉協議会」「卯目議員あ
わらの昔話）
・５,６年ＣＭ作り（タブレット）

△自分でテーマや課題を決めて、解決を
目指す、児童の主体性を生かした学習活
動が少なかった。
単発ではなく、「問いを立て→情報収
集・整理・分析→解決策を考えて発表す
る」探求的な学習の要素を増やす必要が
ある。

○授業公開（４月、11月）、運動会、マ
ラソン大会、縄跳び大会、６年生を送る
会、やFacebookで子どもたちの様子を伝
えることができた。

△学校から、家庭へ配信する情報が増加
している。情報の種類や重要度によっ
て、Home＆Schoolと紙面でのお便りを使
い分けていく必要がある。

△朝・帰りは自らできる児童が多い。
「いつでも・どこでも・何度でも」あい
さつする意識が薄い。

△廊下をすれ違っても、会釈やあいさつ
ができる児童が少ない。

△昨年に比べて、職員室の前を通るとき
にあいさつをしていく児童の数が減っ
た。

△登校してきたときのあいさつの声の大
きさが小さくなっている。

・「いつでもどこでも」の意識が高まる
よう、努めて教職員もあいさつをするよ
うにする。

・生活委員会の朝のあいさつ運動は継続
する。

・「あいさつ頑張りカードやシール」な
ど意欲付けになる工夫をしていく。

・明るく元気なあいさつができるように
委員会の発表の場を設け、生活委員会が
「あいさつについて」発表し、挨拶の輪
が広がるようにする。

○保護者会の前にいじめ友だち関係アン
ケートを行い、児童の困り感を聞き取る
ことができた。

○アンケートをもとに教育相談旬間に担
任が児童に面談を行い、児童の内面を聞
き取り、よりよい学校生活を送れるよう
に支援した。

○３年以上の全員面談をSCが行った結
果、担任では聞き取れなかった情報を得
ることができた。きめ細やかな支援につ
ながった。

・終礼で情報を共有し、担任だけでな
く、チームで個々に応じた細やかな支援
をしていく。

・SC、SSTとの学校連携が非常に重要に
なっていて、情報共有をしっかり行う。

・SCの全員面談の効果は大きいので、次
年度も計画的に継続していく。

・総合学習担当が中心となり、
総合学習（ふるさと学習）について、各
学年の記録を残し、年度振り返りを行
う。

・スクールプランの具体的な取組「ふる
さとあわらに愛着をもち、ふるさとを大
切にする子を育てる」各学年の活動に系
統性をもたせる。
見直し案をもとに、次年度年間指導指導
計画に低・中・高学年の学習活動の詳細
を記載する。

・全校で年間を通じて、計画的に毎週取
り組むのは人間関係づくりに一定の効果
がみられるので、継続していく。

・なかよしタイムの活動内容を保護者が
見る機会があると良い。

・なかよしタイムのようなSSTの要素を
授業に取り入れられると、より学校での
人間関係づくりに役立つ。

豊
か
な
心
・
特
別
支
援

「いつでも、ど
こでも、何度で
も」を合言葉に
「明るく元気な
あいさつ」を推
進する

良好な人間関係
を築く力や自己
肯定感を培い、
いじめと不登校
の未然防止に努
める

思いやりの心・
認め合う心を育
て、笑顔溢れる
学校になるよう
学校行事、縦割
り活動、「なか
よしタイム」を
通して、心の居
場所づくり、絆
づくりに取り組
む

○なかよしタイムの活動を児童たちは楽
しみにしている。

○なかよしタイムの内容を掲示した物を
児童や保護者が目にしやすい位置に移動
した。

開
か
れ
た
学
校
・
連
携

ふるさとあわら
に愛着心をも
ち、ふるさとを
大切にする子を
育てるため、ゲ
ストティー
チャー、地域、
学年間との連携
をさらに深めた
体験的学習に取
り組む

学校の教育活動
の様子や情報を
積極的に公開す
る

C4thHome&School
、各種たより、
ホームページを
活用し、丁寧な
情報発信を行う

・イベント的な取り組み以外にも日常でできることを継続し、良
かった時に戻れるようお願いしたい。

・挨拶が習慣化すると、家庭・地域・学校で互いにコミュニケー
ションを図ることにより幸せを感じられ、更に助け合いに繋が
る。

・朝一番に「今日は素晴らしい挨拶をしよう」と思い、夜に反省
する。人間は誰かに「挨拶が悪い」といわれると腹が立つが、
「今日自分はちゃんと挨拶ができただろうか」と思うと心が整
う。自分の心が整えば、世界は調い、素晴らしい幸運が来る。互
いに挨拶を交わせば、たとえ喧嘩したばかりの二人でもすっかり
仲直りしてしまう。挨拶を交わすことで、身も心も温和になる。

・朝の集団登校時に挨拶をしてくれるが、子ども時代の挨拶はコ
ミュケーションの第一歩である。良い意味での「クセ」をつける
ことで、大人になっても交流できる人になるだろう。

・保護者の評価が高くなったのは素晴らしいこと。アンケートを
定期的に行い、有効活用されているので安心できると思う。

・SCとの連携により、個々の児童へのきめ細かな対応に繋がり、
人間関係の構築に役立っていると思われる。

・地区子ども会の活動も、子どもの数が少なく制限され、子ども
同士のつながりも希薄になっている。学校主導でこのような時間
を作らないといけないのは時代の流れだろうか。

・子どもたちには、生命の営みは自分一人の生命をいうのではな
く、自然と共にある自分、共に生かされている生命であるという
ことを理解してほしい。

・なかよしタイムの評価が高水準で維持されているのは大変良
い。保護者に見る機会を提供するのは良いアイデアである。

・SSTは「自己肯定感」「いじめ不登校防止」「授業づくり」で
も良い影響をもたらすと思う。

・「本物に触れながらの学び」が戻ってきて、特に「体験を中心
としたふるさと学習」に力を入れているのが良い。

・ＣＭ作りであわら市を知り、あわら市の良さを発信すること
は、大変良いことである。

・与えられた体験で終わるのではなく、主体的、探求的な活動に
つなげてほしい。

・行き詰った時や、寂しい時、安堵と懐かしさ求めて心に去来す
るものは、いつも故郷やそこに住む馴染みの顔ぶれです。故郷と
はどんな自分であっても、その全てを受け入れて安らかな心を与
えてくれるところである。

・「開かれた学校」の評価が継続して高いところが、芦原小学校
全体にわたる良い評価を反映している。

・保護者の年齢層を考えると、Facebook以外のＳＮＳへの共有が
あると利便性はより向上するのではないか。


